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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
界面活性剤を含有する乳化組成物であって、
（Ａ）常温で半固形状の油と、
（Ｂ）ベタイン類と、
（Ｃ）ジメチルシラノール・ヒアルロン酸縮合液を含有し、
前記（Ａ）常温で半固形状の油は、前記乳化組成物全量に対し、９質量％以下含有される
、乳化組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の乳化組成物であって、
前記（Ａ）常温で半固形状の油がワセリン、ダイマージリノール酸水添ヒマシ油、ジペン
タエリトリット脂肪酸エステル、（アジピン酸・２－エチルヘキサン酸・ステアリン酸）
グリセリルオリゴエステル群から選ばれた１種または２種以上の常温で半固形状の油であ
る乳化組成物。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載の乳化組成物であって、
前記（Ａ）常温で半固形状の油は、前記乳化組成物全量に対し、５～７質量％含有される
、乳化組成物。
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【請求項４】
請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の乳化組成物であって、
前記（Ｂ）ベタイン類が、トリメチルグリシンである、乳化組成物。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか一項に記載の乳化組成物であって、
　前記（Ｂ）ベタイン類は、前記乳化組成物全量に対し、２～４質量％含有される、乳化
組成物。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の乳化組成物であって、
　前記（Ｃ）ジメチルシラノール・ヒアルロン酸縮合液が、前記乳化組成物全量に対し、
０．０１～１質量％含有される、乳化組成物。
【請求項７】
請求項１から請求項６までのいずれか一項に記載の乳化組成物であって、
さらに、
（Ｄ）コラーゲン類
　を含有する、乳化組成物。
【請求項８】
　請求項７に記載の乳化組成物であって、
　前記（Ｄ）コラーゲン類の総量が、前記乳化組成物全量に対し、０．０３～０．３質量
％含有される、乳化組成物。
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